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機こ関における管理計画業務支援システムと応用
Apblication of Management Deci$ion Making

Support SYStem tO Banking

最近金融機関では,業務処理オンラインシステムの充実に伴って,蓄積されたデー

タの有効活用による管理計画業務支援システムの開発が注目を集めている｡

意思決定支援システムMADEMASSは,管理部門のニーズに基づいた管理計画業

務支援システムを開発するための基本的な設計概念であり,標準化ソフトウェアパッ

ケージCIRDは,ユーザー部門の多様なニーズに対応して管理計画業務支援システ

ムの様々な試行を簡単に行なうためのツールである｡

この論文では,MADEMASS及びCIRDの概要とともに,CIRDを適用した営業

店情報管理システム,人事情報管理システム及び融資収益性分析システムについて

述べる｡

l】 緒 言

令融機関でのシステム開発の最近の課題として,管理計画

業務支技システムの開発が注目を集めている｡

管理計画業務は,まだ当事者の個性に依存する要素が大き

く,この分野での計算機の適用についてはニーズの発見と明

確化が必要であー),現寸犬はある程度限定された範囲での実験

的なシステム化による試行の段階にあると考えられる｡

この段階で必要なものは,ユーザ【部門の多様なニーズに

対応して様々な領i或での管理計画業務支援システムの実験的

経営面からみたニーズ

(1)刻々変化する経営活動の実態を表わす数字を,的確に把握する必要性

一企業活動の経営指標を整ま里した形で蓄積する｡-

¶利用者の要求条件に合わせた形に加エLて,情報を提供する｡

【経営層の思考を助けるため,経営活動を模擬的に試行する｡

(2)本部での管理業務の合理化

一管理資料の作成人員削減-

一管理資料の精度向上¶

-管理資料の即応性向上-

(a)システム面からみた実現の背景

業務処理オンラインシステムの充実

一オンライン化対象範囲の拡大一
(全店･全科目)

-管理計画業務支援用

基礎データの蓄積一

注:略字説明

CIRD=ConversatLonaJl[formatjo[

Retrievaland Display System

PDM=P｢acticalData Manage｢

ADM=Adaptable Data Manage｢

(b)技術面からみた実現の背景

裏付となる技術の進歩発展

一大容量記憶装置の開発一
(100Mバイト/200Mバイト/

300Mバイト磁気ディスク)

一会話型ディスプレイ装置の開発【

-標準パッケージの開発-

(金融機関向き管理計画業務支援

ソフトウェア)

-CIRD【

(データベース･ソフトウェア

ーPDM･ADM¶)

図l 管理計画業務支援システム実現のニーズと背景 管理計画

業務支援システムに対する経営面からみたニーズと,システム面及び技術面か

らみた実現の背景を示す｡
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導入と,適用を簡単に行なうためのツールである｡標準ソフ

トウェアCIRD(ConversationalInformation Retrievaland

Display System)は,このような基本ソフトウェアとして開

発されたものである｡この論文では,管理計画業務支援シス

テム実現の二"ズと背景,基本ツールCIRDシステムの特惟に

ついて述べるとともに,CIRDを適用した営業店情報管理シス

テム(BRANCH),人事情報管理システム(PERSONNEL),

融資計画支援システム〔LOANS(Loans Analysis and Simu-

1ation System)とRAINBOW(Resource Allocationin Busi-

ness Operation under Uncertain Worth)〕などの事例に

重点をおし､て具体的に紹介する｡

囚 管理計画業務支援システム開発の背景

2.】 システム化のニーズと実現可能性

管理計画業務支援システムへの経営面から見たニ¶ズには,

(1)刻々変化する企業実態の的確な把握の必要性

(2)本部での管声里業務の合理化

が挙げられる(図1)｡

これに対して,

(a)システム面からは業務処理オンラインが充実し,全店･

全科目を対象とするようになり,これに伴って管理計画業

務支援に活用できる基礎データの蓄積が進んだこと｡

(b)技術面からは大容量記憶装置,会話型ディスプレイ装

置の開発など裏付けとなる技術が進歩発展したこと｡

などの促進要因が背景となって,管理計画業務支援システム

の実現が可能となった｡

2.2 管理計画業務支援システムの位置づけ

管手堅計画業務支援システムは,業務処理オンラインシステ

ムで日常発生する多種多様な情報を整理して管理計画用デー

タベースに蓄積し,全社レベルでの経営計画に活用しようと

するものである(図2)｡

業務処理システム用ファイルは,営業店窓口での現時点で

の業務処理内容を,正確かつ詳細に記録するものである｡

これに対して,管理計画業務支援システム用データベース

は,銀行の経営活動の状況を時系列的に,あるいは横断的に

整理した奥行の探し-情報を蓄積する｡これらは,日次,月二大,

*

日立製作所システム開発研究所
**

日立製作所ソフトウェア工場
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Ⅰ 全社レベルでの経営計画情報管理システム1

l営業店情網理システムl l主要顧客情紺里システムl
l 1

l 】

営業店情新一夕べース r 主要顧客情報データベース(
,--

一一′

(経営計画情報データベース(
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--

人事情報i夕べ‾ス( 外部情報弓一夕ベース(
l l

l 人事情報醐システムI l外部環境情粥理システムl

図2 管理計画業務支援用データベースとサブシステム 管理計画支援システム用データベースは,

業務処ま里システムで発生するデータを整王里L,蓄積したものである｡

期次などの時系列情報や営業J告別,主要顧客別,行員別など

に集約加工された情報である(図3)｡

田 意思決定支援システムMADEMASSの構成

3,1MADEMASSの基本概念

これらのニーズと位置付けのもとで,管理計画面での意思

プ央走支援システムを建設するに当たって,以下の基本的考え

方にたつ設計概念をMADEMASS(Management Decision

Making Support System)と呼ぶ1)｡

(営業店情報管理システムの場合)

業務処理

システム用

ファイル

ヽ

営業店窓口

の業務

外部データ

意思決定業務

管王里計画業務支援

システム用

データベース

営業店窓口の現時点の

業務処理内容を正確か

つ詳細に記舘

一科目ごと口座情報-

一日計情報-

銀行の経営活動の状況

を,整理･蓄積した

奥行の深い情報

一時系列蓄積情報-
(日次･目次･期次)

一営業店別/主要
顧客別/行員別

に集約･加工さ

れた情報-

図3 管‡里計画案務支援用データの蓄積 営業店情報管理システムの

場合に例をとって,日常の営業活動で発生するデータが管‡里計画業務支援シス

テム用データベースに蓄積されるプロセスを示す｡

52

(1)金融機関での管理計画業務支援システムを,大きく(a)営

業店情報管理システム,(b)人事情報管理システム,(C)主要顧

客情報管理システム,(d)経営管理計画情報システム及び(e)外

部環境情報管理システムの五つの範疇に分ける｡

(2)これらのサブシステムを個別に建設するのではなく,共

通的に利用できる汎用ソフトウェアを用意する｡

(3)ユーザー部門のニーズが強く,かつ実際的な効果を比較

的容易に評価できるところから着手する｡具体的には営業J吉

情報,顧客情報及び人事情報を中心としたデータベースの建

設から始め,特に業務処理システムとの連結によr),既存デー

タの有効活用を図る｡

(4)ハードウェア,ソフトウエアの知識をほとんど持たない

人でも容易に欲するデータを入手でき,しかもある程度のデー

タ加工は,スペシャリストの援助なしにできるようなシステ

ムでなければならない｡

3.2 基本ソフトウェアCIRDの構成

CIRDの､ノ7トウェア構造を図4に示す2)･3)｡データバンク,

モデルバンクなど五つのソフトウェアプロ･ソクによる柿成は,

MontgomeryとUrban4)のマーケティング情報システムについ

ての構想を発展させ,ソフトウェアとして実現したものであ

る｡システムマネジメントユニットは,CIRD全体を管理する｡

ユーザー】ノンク機能は,ユーザーの作成したプログラムを

CIRDに組み込むためのものである5)｡システム定義デイク

ショナり(SDD)は,CIRDを個別システムに特定化する際に

必要なシステム定義情報を簡易に記述できるようにするもの

である｡

田 管理計画業務への適用例

4.1営業店情報管理システムBRANCH

CIRDによる営業店情報管理システムが,BRANCHである6)｡

データベースの構成例を図5に,画面出力例を図6に示す｡

図6(a)は項目人力要求画面であり,(b)は検索結果表示画面で

ある｡CIRDではメニュー選択方式を採用している｡メニュー

とは,事前に設定された出力画面フォーマットであり,ユー

ザーはメニューを選択し､そこで使用するデータ項目と加工
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人事部

管理計画案務支撲システム
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区14 CIRDシステムの概要 会話型情報検索システムCIRDの概要を示す｡

法を指定するだけでよい｡

4.2 人事情報管理システムPERSONNEJ

PERSONNELの目的は各行員の的確な把握により,効率

的人材育成と活用を図ることである(図7)｡人事管理業務の

i充れとPERSONNELの位置づけを匡18に示す｡

4.3 融資収益性分析システムLOANS

CIRDのユーザーリンク機能を利用して,ユーザー部門の

要求に応じた会話型意思決定支援システムを手軽に実現する

ことができる｡会話型融資収益性分析システムLOANS7)は,

融資部や審査部での取引先別収益性管理と貸付審査を支援す

るものであり,二大の4機能をもつ｡

営業店属性

日次集計

〔

暦ンラ

毛月分
月次集計

･主要勘定科目別残高

一昔嵐当凰定期など預金料巨ほリー

一手形貸付,証書貸付,商業手形など
貸付料月別-

･普嵐定期預金人格別残高,日数,新
規･解約口数

グループ属性

㌔分

〔蜜

期次集計

㌔年分

･主要勘定科目別残乱 口座数,件
数

一普う息当座,定期など
預金科目別-

【手形貸吼
証書貸付,商業手形

など貸付科目別サ

ー普通,定期預金人格別残高,口数
新規･解約口数

,傭人普通預金金額別残敵 口数

･個人定期預金期間別残高,口数
･貸付使途別,莱鑑札規模別残高
･平均的定朝率

図5 営業店情報管理システムBRANCHのデータベース収錦内容

営業店情報管理システムBRANCHのデータベースに収毒憂されるデータ項目の概

略を示す｡

システム定義

ディクショナリ(SDD)

業務部

し-･ヽ′----ノ

本部管理部門

Q3.

A3.

(YYMHDD 〉

a∂∂∂∂∂∂∂∂∂

HELP メイ▼イ

コード リーフメイ

(a)

(b)

図6 BRANCHの出力画面例 (a)は,検索項目･検索条件の入力要求

画面である｡項目コード0001は表面預金量.店番999は全店合計値.時系列種顆

3は期別集計,年月日760930は76年9月30日を規準とすることを指定するもの

である｡(b)は.(a)で指定した条件に従って検索Lた結果を表示する画面である｡
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1,行員の増加,業務の多様化などによ

る人事施策に関する情報が膨大にな

り,情報を効率的に扱うツールを開

発する必要がある｡

2.各行員の能力適性を考慮Lた人間尊

重の配置が必要である｡

3.長期的展望に立脚Lた採用計画が必

要である｡

4,必要な要件を備えた人材の育成を計

画的に行なう必要がある｡

5,計画的な昇格による安定した組織構

成を図る必要がある｡

6.昇給などによる人件費の増加を予測

することによって経営の安定を図る

心要がある｡

◆

⊂二享亘垂頭重二⊃

ア各行員を的確に把握

することによって,

効率的人材育成とそ

の活用を図る｡』

1.計画的な採用･人員

計画を行なう｡

2.計画的な行員の教

育･育成を行なう｡

3.銀行全体とLての効

率的人枕舌用を行な

う｢.

図7 人事情報管王里システムの目的 人事情報管理システムに対する

人事管王里面からのニーズとシステムの目的を示す｡

(1)取弓l先属性情報及び取引明細情報を検索し表示する｡

(2)現状及び指定された過去の時点での取引状況の預貸バラ

ンスと収益率を計算し表示する｡

(3)新規貸付,返済受入,利率変更など取弓l状況の変化に伴

う収益性の変化を会話巧J旦でシミュレ”卜する｡

(4)ユーザーが指定した目標収益率を実現するための貸付利

率など,取引条件の最適な組{㌻せを非線型計画法の山登り法

アルゴリズムを利用して自動的に求める｡

LOANSはこのように情報検索表示機能に加えてシミュレー

ションや最適化などの高度加コニアルゴリズムを組み込んだ会

話型システムである｡

4.4 予算配分計画支援システムRAINBOW

LOANSと同様に融資計画業務を支援するものに融資予算の

営業店別酉己分せ目的とした会話型予算配分システムRAINBOW

がある｡

人 材 の

【コ
Ⅰコ

経

営

計

画

ロ
⊂‡
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予算配分には,｢立地条件+など幾つかの配分要因が定めら

れており,予算総額はまず適当なウェ椚トによって各要因に

配分され,次に各要因についての各店の評価値によって営業

店別予算配分客貞が定まるという要因別配分方式がよく用いら

れる｡RAINBOWは,このような要因別配分方式での代替案

の評価を,会話型シミュレーションによって支援するシステ

ムであり,配分案を与えて要因ウェ【トや評価値を逆に算J-tl

する逆展開アルゴリズムも備えている｡LOANSとRAINBOW

は,MADEMASSの経営管理計【句情報システムのサブシステ

ムとして位置づけられる｡

■l 結 言

以上,令融機関の管理計画支援システムMADEMASSの概

念､基本ツールCIRDシステムの概要を述べるとともに,具

体例として営業店管理,人事管理及び長軸資計画業務への適用

事例を紹介した｡

今後も適用業務の拡大及びデータベMスの拡充により,管

理計画業務の省力化･質的高度化を図っていく予定である｡

特に,今後の課題としては,ユMザ一部門での具体的な使い

方に合致した形での高度加工機能の充実が重要と考えている｡
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(BRANCH)編,日立製作所G-7-295

7) 森,山【F:シミュレーションと最適化手法を組み込んだ会話

巧当意思決定支援システム,昭和53年度情報処理学会第19回全

回大会
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